平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名:　 eq \o\ac(□,新)傷病希少種保護推進費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　   

環境生活部　清流の国ぎふづくり推進課　生物多様性担当　　　   

電話番号：058-272-1111（内2701）　　　　　　　  
   

E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp



     
	事業費


　 要求額：12,600（12,609）千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


県内で保護される傷病希少種の治療・リハビリを行い、野生復帰を図る。
　（１）傷病希少種の治療・リハビリの実施等
傷病鳥の１次収容(軽度の場合は放鳥獣までの保護飼養を含む)への協力が可能な動物病院等を選択し、県から治療を依頼する。その後、野生復帰に向けたリハビリを実施する。
　（２）大型フライングケージ等の整備

一次収容施設で治療を受け、野生復帰が可能と見込まれる傷病鳥獣をリハビリし、野生復帰させるための大型フライングケージ等を設置する。
　　　①設置場所（調整中）

　　　　未利用県有地の活用を検討
	２　所要経費


　（１）傷病希少種の治療・リハビリの実施等　　　　　　    3,300（3,302）千円
　（２）大型フライングケージ等の整備（設計・建築）　　　　9,300（9,307）千円

　　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　 Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
	２　これまでの取組状況


　　 平成18年度より、県は岐阜大学野生動物管理学研究センター野生動物救護室を共同運営してきたが、近年の生物多様性保全の観点から野生動物の救護のあり方について関係者間で検討を行い、必要な見直しを行う。
　　　H23.9 環境省が示した「鳥獣の保護を図るための事業を実施するための基本的な指針」において、傷病鳥獣救護においては収容すべき目的及び意義を明確にし、鳥獣の種の選定等を検討することとされている。
	３　これまでの取組に対する評価


絶滅危惧種として保護される傷病野生鳥獣は、年間数羽が保護されている。　　

特に大型猛禽類は、治療やその取扱いが特殊であり、地域の動物病院等（一次収容施設）において治療後、野生への復帰率を高めるためには、リハビリ・飛翔能力の回復や獲物獲得の訓練等が可能な大型フライングケージが必要である。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	12,609
	4,653
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,956

	決定額
	12,600
	4,650
	
	
	
	
	
	
	7,950


